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学会発表

一英文-

1)Hashimoto,C.(1998)Currentsitua-tionof

tx)notx冶in theLuoReserve,Equateur.D.R.

Conogo.TheThirdIntemationalConference

onGreatApesoftheWorld(July.1998,

SarawakuMalaysia).

2)OhsawaH.(1999).Strategyofmalepatas

monkeysduringchangesofthegroup

leader.InuyamaSymposium …Adaptation

andEvolutionofCercopithecidaeinAfrica●'

(Jam.1999.Inuyama).Abstractsp.27.

-和文-

1)柏本千絵 (1998)ウガンダ ･カリンズ森林の

チンバンジ-.第1回サガシンポジウム(1998年

11月､犬山).

2)保坂和彦 (1998)マハレ山塊のチンパンジー

単位弘田における社会的動態と噴乳頬捕食パタ

ーンの関係.第1回サガシンポジウム (1998年

11月､犬山).

3)高橋弘之 (1998)金拳山におけるハナレザル

のグルービング.第14回日本霊長類学会大会

(1997年6月.岡山).霊長規研究 14(3).･262.

行動神経研究部門

思考言語分野

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之

く研究概要)

A)チンパンジーの認知 ･言語機能の比較認知科

学的研究

松沢哲郎 ･友永雅己 ･田中正之 ･

佐藤 明l)･南雲純治2)

チンパンジーとヒトを対象に､認知 ･言語

機能の比較研究を継続しておこなった｡主として

1個体のテスト場面で､色の認識､数の認識とく

に序数の成立機構 (オックスフォー ド大学 ･ド

ラ･ビロとの共同研究)､コンピュータ補助のなぞ

り描き ･迷路課趨 ･分配課題 (ノースフロリダ大

学 ･イバー ･イバーセンとの共同研究).匂いと味

を手がかりとした弁別学習 (北海道大学 ･上野富

-との共同研究)､運動する刺激の輪郭の知覚 (莱

都大 ･藤田和生との共同研究)､記憶の減衰､図形

パターンや表情の認知､刺激等価性､などについ

て実験的分析をおこなった｡

B)対面ないし複数個体場面におけるチンパンジ

ーの知性

松沢哲郎

プレイルームでチンパンジーと実験者が対

面する場面において.石器や釣り棒などの道具使

用､物を操作する動作の模倣 (京都大 ･明和政子

との共同研究).粘土遊び (日本女子大 ･中川織江

との共同研究),砂遊び (東京農工大 ･武田庄平 ･

筒井紀久子との共同研究)について研究した｡

C)野生チンパンジーの道具使用と文化的変毘

松沢哲郎 ･平田 聡3)･マウラ･チェリ3)

西アフリカのポッソウのチンパンジーの行

動と生態を夏と冬の時期に調査し､ビデオ記録の

分析をおこなった (林原博物館 ･森村成樹､岐阜

大 ･落合知美.ドラ･ビロとの共同研究)｡

D)飼育霊長類の環境エンリッチメント

松沢哲郎 ･熊崎消RrJ4)･

前田典彦4).勝田ちひろ4)

飼育霊長類の環境エンリッチメントにかん

する研究をおこなった｡植樹プログラムを霊長研

と日本モンキーセンターで例年同様に実施した｡

運動場における3次元構築物の利用燐皮の調査を

おこなった｡上記の一部は共同研究 (落合知美,

森村成樹)である｡

E)チンパンジ-の人工授精とホルモンの動態

松沢哲郎 ･松林消明5)･熊崎消則4)･

前田典彦4)･藤田志捗 6)

チンパンジー1個体 (女性､22歳)を対象

に､尿中のホルモンの動態を測定した｡人工授糊

をおこなって妊娠にいたり､妊娠糊のホルモンの

動態についても測定した｡在胎225日で出産した

が死産だった｡

F)テナガザルの行動発達

松沢哲郎 ･水谷俊明3)･

勝田ちひろ4)･前田典彦4)

アジルテナガザル (オス)個体を出生後8

日目から人工保育し､発声をはじめとする行動発

達を記録した (神戸大 ･打越万喜子との共同研

究)｡
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G)チンパンジーにおける視覚詑知

友永雅己 ･ジョエル･フアゴー7)

祝光探索訊腿や同時弁別訊組などをJT]い

て､チンパンジーの祝知党認知について検討を行

った｡今年度は顔の方向の知光における正立方向

の特兄性の効果､主枕的輪郭の知覚に関する心理

物理学的研究 (フランスCNRS･ジョエル･フアゴ

ーとの兆同研究).相対的致判断における視覚的注

意の役割､などについて実験を行った｡

H)チンパンジーにおける内包量の理解

友永雅己

チンパンジーに対して溶液のめ皮の弁別訓

純を行い､溶披混合操作と浪度の変化の間の関係

の理解について検討を行った｡

Ⅰ)マカクザルの認知発達

友永雅己 ･佐藤 明3)･鈴木樹理S)･大蔵 聡8)

マカクザルの新生児から成体を対象に､物

理的 ･社会的認知能力とその発達などについて検

討を行った｡今年度は､乳幼児期の運動発達 (大

阪医科大 ･茶谷 薫との共同研究).新生児におけ

るホワイトノイズのス トレス穏和効果 (サル施

設･鈴木樹理.器官調節分野 ･大蔵 聡､聖心女

子大 ･川上消文との共同研究)､新生児模倣の比較

発達的研究 (学振特別研究員 ･橋研和秀との共同

研究)､ヒト養育者に対する愛苛の形成と個体認知

の発達 (聖心女子大 ･井植麻子､座馬有代との共

同研究)､既知の顔の認識過程の発達的変化(中央

大 ･山口英美､学振特別研究員 ･金沢 別との共

同研究).注視時間法を用いた各種認知能力の初期

発達の検討 (橋珊和秀､京都大 ･藤田和生､石川

佃との共同研究).および注視時間を指標としたビ

デオ映像に対する好みの測定､他個体の注視反応

への追随などについて検討を行った｡

J)個別飼育マカクザルの環境エンリッチメント

の評価

友永雅己 ･鈴木樹理5)･大蔵 聡8)･山根 到9)

個別飼育されているアカゲザルのケージ内

に遊穴を噂入し､そのエンリッチメントとしての

効果を行動指標および生理指標の両側面から評価

した｡

K)チンパンジーにおける自然物のカテゴリー認

m

田中正之 ･松沢哲郎

チンパンジー4個体を対象に､自然物の写

爪を用いて､カテゴリー認識を調べた｡カテゴリ

ーの特徴は､カテゴリーの先なるもの同士の違い

が大きく､同じカテゴリーのものは互いに類似し

ていることである｡また我々ヒトにとってのカテ

ゴリー化とは､互いに区別のついているアイテム

に対して同じ反応をすることである｡今年度の研

究の結果から､チンパンジーにおいても,カテゴ

リーが異なるものの弁別は､カテゴリーが同じも

のの弁別よりも容易であることがわかった｡また､

明らかに弁別できているものでも､他の兄なるカ

テゴリーのものと比べれば､｢同じ｣として反応

できることから､自然物についてヒトと同様のカ

テゴリー認識がチンパンジーで示唆された｡

L)チンパンジーのトークンの使用

鈴木修司1)･松沢哲郎

トークンは疑似IY幣とも呼ばれ､ヒトの日

常社会におけるi竿竹と析似の機能を有するもので

ある｡このトークンを利用して､チンパンジーの

意思決定に関して研究をおこなった｡本年度は特

に確率事象に対する遇択に関する突験的研究をお

こない.確率に対する爪みづけや r期待値J概念

の理解に関して検証した｡

M)ヒト乳幼児における表情表出の左右差

井上徳子1)

ヒト乳幼児を対象として､泣き,笑いなど

の表情表出の左右差に関する実験をおこなった｡

また成人についても同様の実験をおこない両者を

比較した｡

N)社会的場面におけるチンパンジーの知性

平田 聡3)･鈴木鰭司l)･約EI)的彦4)･松沢哲郎

2個体のチンパンジーが交渉をおこなう社

会的場面において､他個体の心的状態の理解に関

する突放的研究をおこなった｡特に､2個体が駆

け引きをおこなう際に､他個体のもつ知識をどの

･ように利用するのかについて検討した｡
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0)飼育チンパンジーの道具使用

マウラ ･チェリ3)･平田 聡3)･

友永雅己 ･松沢哲郎

実験室内での単独個体場面と屋外放飼場で

の集団場面で､ハチミツなめやジュース飲みにお

ける道具使用行動について､道具素材の効率や利

用可能な素材の季節変化の効果といった観点から

検討した｡

P)ニホンザルにおける行動の社会的伝達のメカ

ニズム

田中伊知郎10)

シラミ卵取り行動を中心にして､ニホンザ

ルにおける行動の社会的伝達のメカニズムを調べ

た｡技術の伝播において伝わった情報が何である

か､人間の行動呈示とニホンザルの模倣的行動の

関連などについてビデオを用いて検証した｡

く研究業損)

論文

-英文-

1)Fagot,∫.& Tomonaga,M.(1999)Globa1-

localprocessinginhumans(Homosaplens)

andchimpanzees(PantLlDgIbdytes):Useof

avisualsearchtaskwithcompound

stimuli.JournalofComparativePsychology

113:3-12.

2)Itakura,S.& Tanaka.M.(1998)Useof

exI光rimenter-givencuesduriru=object-choice

tasksbychimpanzees(Pan trogkdytes),an

Orangutan(Pongopygmaeus).andhuman

infants (Homo sapL'ens). Journalof

ComDarativePsychologyi12:i19-126.

3)Suzuki.S.(1999)Selectionofforced-and

free-Choicebymonl(eys(Macacatasclculan'S).

PerceptualandMotorskills88:242･250.

4)Tanaka.Ⅰ.(1998)Socialdiffusionof

modifiedlouseegg-handlingtechniques

duringgroominginfree-rangingJapanese

macaques.AnimalBehaviour56:1229-1236.

5)TomonagaM.(1998)Perceptionofshape

from血 血唱incI血 群汀㍑eeS(PUつbt)gldi4es)

andhum (Homosaplens).AdmalCd don

1:25-35.

6)Tomonaga,M.(1999)Visualtexture

segregationbythechimpanzee(Pan

tTOglbdyte).BehaviouralBrainResearch99.･
209-218.

-和文-

1)松沢哲郎 (1999)動物福祉と窮境エンリッチ

メント.どうぷっと動物園 51(3k4-7.

総鋭

一英文-

1)Matsuzawa.T.(1998)ChhparmetXhvior:

An exI光rimentalapproachfromcomⅣlradve

cognitivescience.In:Theencyclopediaof

comparativepsychology.Greenberg.G.&

Haraway.M.(eds.).GarlandPublisherslnc,

NY,pp.360-375.

-和文-

1)松沢哲郎 (1998)第 1章 発達研死の現在一生

物科学としての背景をもった ｢ヒトの生括史研

究｣への展望-.児童心理学の進歩1998年版.

2)松沢哲郎 (1998)チンパンジーと日本国触法.

刑政 109(5):50-57.

3)松沢哲郎 (1998) ｢道徳｣の基盤一生物学的

人間観.発達 19(74):104-111.

4)松沢哲郎 (1998)社会的知性と r心の理富加 .

発達 19(75):104-111.

5)松沢哲郎 (1998)独創性について.発適 19

(76):104-111.

6)松沢哲郎 (1999)チンパンジー ･ノー ト一九

九八年.発達 20(77):104-111.

7)田中伊知郎 (1999)第8車 行動の社会的

伝達-ニホンザルを具体的にして.r忠良籾を学

1)日本学術振興会特別研究員(PD)

2)認知学習分野技官

3)思考言語分野大学院生

4)サル頬保健飼育管理施設技官

5)サル類保健飼育管理施設

6)生態機構分野大学院生

7)日本学術振興会外国人研究員

8)器官調節分野

9)行動発現分野大学院生

10)思考言語分野技能補佐員
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ぷ人のために｣(西田利点 ･上原irt刃 揃)世界

思想杜､京都.pp.184･202.

報告 ･その他

一英文-

1)Hirata.S..Morimura.Nq&Matsuzawa,T.

(1998)GreenPassagePlan(tree-planting

project)andenvironmentaleducationusing

documentaryvideosatBossou:Aprogress

report.PanAfricanNews5(2):18-20.

2)Matsuzawa,T.(1998)Chimpanzeesin

Japanneedhelp.PanAfricaNews5(2):20-
21.

-和文-

1)藤田和生･石川惜 ･友永雅己 ･橋浦和秀 ･松沢

哲郎 (1998).霊長類における初期知級.文部省

科学研究焚補助金盃点領域研究 r心の発達 :認

知的成長の機構｣平成9年度研究成果報告乱

pp.63-70.

2)藤田和生 ･石川惜 ･友永雅己 ･松沢哲郎

(1999).霊長類乳児における初期知識の発達.

文部省科学研究辞補助金特定街域研究(A)r心
の発達 :認知的成長の機構｣平成10年度研究成

果報告書.pp.59-66.

3)松沢哲郎 (1998)チンパンジーの言語 ･認知

機能の獲得と世代間伝播.学術月報 51(7):54-
60.

4)辰巳格 ･千田道雄 ･三品雅洋 ･大山雅史 ･外

山比南千 ･械 田圭一 ･田中正之 ･守口果倭

(1999)意味カテゴリーと音符=こもとづく拍想

起時の脳活動の加齢変化-(I)若年者における脳

の賦活部位.文部省科学研究費補助金特定領域

研究(A)｢心の発達 :認知的成長の機構｣平成

10年度研究成果報告書 pp.280-287.

5)友永雅己 (1998)どうして人間は文字をかけ

るのに動物は字がかけないの? 日本の学童はい

く.275:31.

6)友永雅己 (1998)大芝論文を読んで.心理学評

的41:423-425.

7)友永雅己･田中正之 (1998)比較認知科学への

展望一節58回大会サテライ トシンポジウムを開

催して-.動物心理学研究 48:245･247.

8)友永雅己 (1999).チンパンジーにおける朗の

知覚(ⅠⅠ)一正立朗の処理過程と正立朗優位効果
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の一般性 -.文部省科学研究丹那助金特定統域

研究(A)r心の発達 :相知的成長の機桐J平成

10年度研死成果租岱讃.pp.26-33.

学会発表

一英文-

1)Fagot.∫..DerueHe.C.& Tomonaga.M.

(1998)Eludecomparativedesmecanismes

degroupementperccptifchezrhomme.le

chimpanzeetlebabouin(Comparative

studyofperceptualgroupingmechanisms

inhumans,chimpanzeesandbaboons).

MeetingoftheFrancophoneSocietyof

Primatology(Oct.1998.Rousset-sur･Arc.

France).

2)H止ataa&Mabumwa.T.(1998)Chmm .

understandingofotherchimpanzees'

knowledgc.Nark)liSaidLem山鳩Confcrencc

(June1998.Narx)li).ProgramandAbstracts

p.64.

3)Huffman.M.A.Hirata.S.&Matsuzawa,T.

(1998)Spontaneousleafswallowingin

captivechimpanzees:evidencefora

predispositiontoperform abehavioral

componentorgreatapeselトmedication.

NapoliSocialLearningConference.(June

1998.Napoli).ProgramandAbstractsp.79.

4)Matsuzawa.T.(1998)Anintroductionto

thechimpanzeepopulationatthePrimate

ResearchCenter,KyotoUniversity.The

meeting "themanagementofcaptive

populationofchimpanzees''(Nov.1998.

Taiwan).

5)Matsuzawa.T.(1998)Myresearchesin

Africaandinthelaboratory.Themeeting

-'themanagementofcaptiverx)Dulationof

chimpanzees'■(Nov.1998.Taiwan).

6)Myowa-Yamakoshl,M.& Matsuzawa,T.

(1998日mitationofhumanmanipulatery

actionsbychimpanzees(Pan troglodytes).

NapoliSocialLearningConference(June

1998,Napoli).ProgramandAbstractsp.68.

7)Tanaka.M.(1998)Sym tDlizationfacilitates

formationofcategoriesbasedonfunctions



inachimpanzee(Pan troglodytes).The

ThirdlnternationalConferenceonGreat

ApesoftheWorld(July1998,Malaysia).

Abstractsp.11.

-和文-

1)ドラ･ビロ･松沢哲郎 (1998)Theconceptof

num txrinac土血 耶 ee:Theintroducdonof

zero".日本動物心理学会第58回大会 (1998年5

月.名古屋).

2)藤田和生 ･石川悟 ･友永雅己 ･橋浦和秀･松沢

哲郎 (1998)ニホンザル乳児の初期知識.第14

回日本霊長類学会大会 (1998年6月,岡山).霊

長Wl研究 14:265.

3)伏見ft夫 ･伊集院睦雄 ･佐久間尚子 ･田中正

之 ･辰巳格 ･天野成昭 ･近藤公久 (1998)漢字

舶atiの音読における親密度 ･一貫性 ･心像性効

光.日本心理学会第62回大会 (1998年9月,束

L-().発表論文集 p.712.

4)伏見ft夫 ･伊集院睦雄 ･佐久間尚子 ･辰巳

格 ･田中正之 (1998)漢字熟語の音読潜時の年

齢益 ･首的牲知能による差.第22回日本失語症

学会総会 ′(1998年11月,大宮).失語症研究 19:

58.

5)平田聡 ･松沢哲郎 (1998)チンパンジーにお

ける他個休のもつ知識の理解.日本動物心理学

会苅58回大会 (1998年5月.名古屋).動物心理学

研死48:96.

6)平田聡 ･森村成樹 ･松沢哲郎 (1998)テンパ

ンジ｢における道具使用行動の個体学習と社会
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認知学習分野

小嶋群三 ･正高信男 ･中村克樹 ･

南雲純治l)･小田 亮2)･杉浦秀樹3)

(研究概要)

A)霊長類の聴覚と音声の研究

小嶋群三

チンパンジーで聴覚一視覚の感光PLJlマッチ

ングの研究を行った｡ヒトの音声による性の弁別.

それと音声の既知性とのインタラクションを検討

した.また､オノマトベを利用した音JTfT岬泊の理

解を検討中である｡

B)老齢ザルの認知槻随の研死

小嶋紺三 ･久保柄杓子4)

加齢に伴う認知他紙の低下を明らかにする

目的で､老齢ニホンザルのパターン弁別､迎統位

田逆転の成約を若坪のサルと比較している.

C)PETを用いたヒトの認知機能の研究5)

小嶋群三 ･雨空純治 ･中村克樹 ･佐藤暢～針)

PETを用いて高次認知機能に関わる脳部位

の同定を行っている｡本年度は､運動の実施と呪

察に関わる脳の活動を検討した｡その時､口唇郡

の運動､上腕手指の運動､後者について道ftに関

わる運動の影響を調べた｡その他､招四 ･招S･泊

の認識､椀物のネーミング､祝紋の詑m､例や凪

党の弁別などに関わる脳即位を調べた｡

D)霊長規のコミュニケーションの比較行動学

正苅信刀

ヒトを含む様々な種の音声､視覚コミュニ

ケーションの比較研究を行っている｡

E)サル側頭柴腹内側部のニューロンの視覚応答

性の研究

中村克樹 ･佐藤暢故

サル側頭柔膜内側郡 (海馬傍回など)の視

覚機能における役割を明らかにするため､注視課

題や弁別課題中の視覚刺激に対するニューロンの

応答性を解析している｡

1)技官 2)教務職n(平成11年1月まで)

3)日本学術拐粥会特別研死fl(平成10年12月ま

で)COE非常勤研死n (平成11年1Fl)教務職

fl(平成11咋2､3月)

4)共同利用研究f1

5)東北大加齢医学研究所,長寿医療研究センタ

ー､慶応大学文学部との共同研究である｡

6)大学院生

7)東北大加齢医学研究所.長寿医療研究センタ

ーとの共同研究である｡
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